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支
挽
準
備
の
法
定
に
就
で

第
一
致

一』
p、
ム

'、

第
間
十
巻

ー
ムノ、
ム
ノ、

支

梯

準

備

法

定

に

就

て

(7) 

l干i

ノ弘、

'仁l'

寅

1115 

ふ
福
州
吋

-
向

3
8

貨
幣
形
態
の
綾
展
は
流
通
貨
幣
と
し
て
の
一
預
金
通
貨
の
地
位
を
益
々
高
め
、
預
金
の
支
柿
準
備
に
闘
す
る
問
題

は
銀
行
雰
の
先
換
準
備
に
も
増
し
て
重
要
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
即
ち
.
銀
行
券
の
殺
行
に
就
て
は
、

各
岡
共
集

中
統
一
せ
ら
れ
て
専
ら
公
共
的
性
質
を
帯
ぷ
る
中
央
銀
行
に
一
任
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
反
し
、
預
金
通
貨
の
捨
営
者

わ
ん
る
商
業
銀
行
は
、
主
(
の
数
も
非
常
に
多
く
且
私
自
利
ぞ
追
及
す
る
私
企
業
と
し
て
存
在
す
る
が
故
で
あ
る
J

従
つ

で
、
銀
行
券
の
緩
行
に
闘
し
で
は
、
殆
ん

y
」
信
用
統
制
の
み
を
目
標
と
し
て
中
央
後
雰
銀
行
に
充
分
な
る
活
動
の

徐
地
が
奥
へ
ら
れ
ん
と
い
・
商
業
銀
行
の
支
挑
準
備
に
就
て
は
盆
々
共
の
制
限
が
問
題
と
せ
ら
る
る
に
至
つ
に
。

殊
に
欧
洲
大
戦
後
、
各
閣
の
商
業
銀
行
が
盆
々
預
金
銀
行
に
る
特
質
皆
殺
揮
し
て
、
自
己
資
本
に
劃
す
る
預
金
の

割
合
含
著
し
く
増
大
せ
し
め
た
事
と
¥
リ
同
時
に
商
業
銀
行
界
に
針
す
る
岡
家
的
権
力
の
介
入
が
著
る
し
か
っ
た
乱

'
F
」
は
、
共
に
此
の
問
題
の
研
究
に
蛍
っ
て
見
逃
す
べ
か
ら

F
る
事
買
で
あ
る
。

商
業
銀
行
に
劃
す
る
岡
家
的
権
力
の
介
入
は
、
或
は
最
近
の
オ

I
ス
ト
リ
帆
・
摘
也
及
び
合
衆
間
断
等
に
於
げ
る

ピール1東例以来銀行券の賛行に封して最も非伸結的な l~;皮を維持して来 1:
英闘の規定6，19，，8年の CUflellcyaml Banl.:;: Note j-\.ct によって;t'~形態の
よに新らしき統制的思想を盛 h上け't:のでゐる・我幽1"於げる昭和七年の日
本銀行傑例の改正も亦之れに倣ってゐる・ J. ~I. E.eyne.:;; A Treatu;eon 
:>Ioney， 1930， Vol. n. p. 278 
Keyne.s j ibid. chap. 25・ 32.R. (;， I-Ia、:vtrf'y; The _~\.rtof Central B.:mking， 



さ

日
か
知
〈
、
銀
行
制
度
の
危
機
に
際
し
て
岡
家
が
積
極
的
に
援
助
を
奥
へ
た
賭
に
も
存
す
る
の
で
あ
る
，
か
、
他
方
に

は
、
銀
行
の
基
礎
及
び
趨
替
に
子
持
す
る
と
共
に
預
金
支
抑
準
備
に
闘
し
で
も
規
定
全
設
け
た
も
の
が
少
〈
な

ぃ
。
今
法
律
を
以
て
支
捕
準
備
に
闘
す
る
規
定
を
設
け
た
る
諸
園
舎
見
る
に
、
合
衆
聞
に
於
て
は
衆
知
の
如
く
早

一
九
二
三
年
に
は
市
斑
聯
邦
叉
此
の
例
に
倣
ひ
、

〈
同
誌
銀
行
の
時
代
よ
り
支
抑
準
備
率
が
法
定
せ
ら
れ
、

九

二
六
年
の
印
度
通
貨
委
員
舎
も
亦
要
求
抑
預
金
に
卦
し
で
は
十
バ
ア
セ
ン
ト
定
期
預
金
に
針
し
で
は
コ
一
バ
ア
セ
ン

ト
の
文
抑
準
備
や
-
要
求
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
克
に
最
廷
に
は
、
敵
羅
巴
及
び
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
諸
小
闘
に
於

て
も
支
榊
準
備
に
闘
す
る
法
律
を
定
め
た
色
の
多
く
、

一
九
一
一
二
年
の
プ
Y
ガ
リ
ノ
ヤ
の
預
金
者
保
護
法
及
び
ぺ

y

ー
の
銀
行
法
、

一
九
三
一
一
一
年

一
九
一
一
一
二
年
に
於
げ
る
チ
巳
ゴ
ス
口
げ

7
4
ヤ
@
チ
リ

l
・1
占
有
ジ
ゴ
等
の
銀
行
法
、

ω
y
イ
ン
ア
ン
ド
引
札
品

l
一アン
o

バ
イ
リ
ん
川
町
一
一
司
の
鋭
行
訟
が
部
げ
科
ム
J

れ
る
。

我
闘
に
於
て
色
、
大
正
十
五
年
の
金
融
制
度
調
査
準
備
委
員
舎
に
於
て
預
金
の
支
姉
準
備
が
問
題
と
な
っ
亡
の

で
あ
る
が
、
民
間
臨
時
委
員
の
意
見
が
答
申
せ
ら
れ
た
の
み
で
、
準
備
率
の
法
定
ぞ
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
勿
論
、
銀
行
法
施
行
細
則
に
よ
っ
て
、
各
銀
行
は
「
支
掛
準
備
に
闘
す
る
明
細
書
」
ぞ
大
蔵
大
臣
に
提
出

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
之
れ
と
て
も
一
定
の
準
備
率
を
各
銀
行
に
強
制
す
る
ち
の
で
は
無
〈
、
支

捕
準
備
に
闘
す
る
問
題
が
充
分
に
解
決
さ
れ
た
と
は
一
百
ひ
難
い
。

然
ら
ぱ
結
局
、
支
柿
準
備
の
卒
ほ
之
れ
を
法
定
す
可
き
か
否
か
、
若
し
法
定
す
ぺ
き
司
も
の
と
す
れ
ば
そ
れ
に
は

如
何
な
る
考
慮
を
必
要
と
す
る
か
。
先
づ
支
排
準
備
の
意
義
を
尋
ね
て
法
定
の
可
否
を
考
察
し
、
次
に
準
備
率
法

支
梯
準
備
の
法
定
に
就
寸

第
凶
十
巻

一
六
七

第
一
競

一
六
七

1932， p. 150 
League of N a tiont:i; Com旧ercialBank;:; 1925-玉933，p. 10 
ibid. p.件以下
1931年 Credit乱nstaltが疲綻するや跡府lj;積極的援助を輿へ， 1933年iこは国家
が同銀行の株主に加はった.
1931年の恐慌に際して，Dann':itadl-.r.':i lInd ~~atiünalLJank と DresdenerRa.nkとの
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)
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支
梯
準
備
の
法
定
に
就
で

第
四
十
念

一
六
人

第
一
務

一
六
八

定
の
先
輩
固
た
る
A
円
衆
闘
の
経
駿

T
省
み
て
準
備
法
定
め
矯
め
の
他
山
の
石
金
援
掘
し
た
い
の
で
あ
る
。

二
、
支
棚
準
備
の
意
義

先
づ
支
訓
準
備
と
は
、
銀
行
が
債
務
の
履
行
を
確
保
す
る
斜
め
に
共
の
引
嘗
て
と
し
て
保
有
す
る
総
て
の
資
産

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
般
犯
に
一
一
一
一
日
へ
ば
、
治
の
支
抑
準
備
よ
り
日
常
の
出
納
資
余
ヘ
2
4
3
4
4

ヤ
孤
別

オ
可
し
と
も
考
〈
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
一
一
臨
共
の
区
別
を
設
け
な
い
事
と
す
る
。
蓋
し
合
衆
闘
に
闘
し
て

も
、
聯
邦
準
備
銀
行
に
於
け
る
加
盟
銀
行
の
預
金
に
石

-o
ぬ
と
見
出
向
吋
〈
凸
よ
h
，

E
之
れ
に
日
常
出
納
資
金

E
E
c
z
q

き)「rH口
問
(
島
町
己
門

E
一)見出向『〈
mL
の
方
が
重
要
な
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
が
放
で
あ
ム
。

ぞ
加
へ
仁
る

斯
く
し
て
、
支
捕
準
備
の
意
義
又
は
職
能
は
銀
行
の
流
動
性
を
確
保
す
忍
事
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
信

用
統
制
の
甑
賄
よ
り
す
れ
ば
、
預
金
支
排
準
備
率
の
み
が
預
金
通
貨
の
数
量
に
封
す
る
調
節
鱒
を
な
し
て
居
る
の

で
め
る
。
従
っ
て
最
近
に
は
、
支
抑
準
備
の
主
要
職
能
を
専
ら
信
用
統
制
の
黙
に
求
む
も
の
多
〈
、

一
九
三
一
年

合
衆
国
に
於
け
る
聯
邦
準
備
制
度
の
銀
行
準
備
に
闘
す
る
委
員
舎
の
報
告
も
亦
共
の
努
頭
に
於
て
右
の
趣
き
を
明

白
に
述
ぺ
て
ゐ
札
。
勿
論
議
券
銀
行
に
於
て
は
、
少
く
と
も
間
内
経
済
に
闘
す
る
限
り
、
銀
行
券
の
先
換
能
力
を

無
組
し
て
専
ら
信
用
統
制
の
み
を
顧
慮
し
得
る
で
あ
ら
う
が
、
現
在
の
預
金
銀
行
に
於
い
て
は
流
動
性
を
無
一
泊
し

て
支
排
備
を
論
じ
得
る
で
め
ら
う
か
。
此
の
事
は
、
銀
行
券
の
党
換
停
止
が
園
内
経
捕
に
左
程
の
動

aey惹
起
せ

r
d

る
に
、
預
金
銀
行
の
預
金
排
戻
停
止
が
如
何
に
大
な
る
動
揺
を
奥
ふ
る
か
が
』
見
れ
ば
自
ら
明
ら
か
で
あ
L
。
而

又令俳 Commer7.-und Privat-Bankの改造等に政府が多大の経助を興へた，
1929年創立の Reichs-Kred j tgesellschaftも政府の資本-1立てられだ・
1932年の ReconstructionFinance Corporation， 1933年訟通過後の政府の援助

等霊園著であ石.
8) 9) Keァnes;Ibid. voI. 11. p. 13 
10) Le之gueof Nations; ibid目 pp.70-71 



礼法

9
f弘
中
州
ど

も
、
犬
銀
行
主
義
が
極
度
に
薮
達
し
て
取
付
の
憂
慮
を
殆
ん

E
要
せ

F
る
英
国
に
於
て
す
ら
、
大
戦
勃
後
直
前
に

は
あ
の
激
し
き
取
付
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
現
時
に
於
け
る
支
柿
準
備
の
職
能
は
、
勿
論
中
央
銀
行
の

信
用
統
制
力
を
強
化
す
る
の
黙
に
も
存
す
る
が
、
他
方
銀
行
流
動
性
を
確
保
す
る
の
姑
に
も
存
す
る
も
の
と
言
は

ね
ば
な
ら
な
い
。

然
ら
ば
流
動
性
の
確
保
と
信
用
統
制
の
強
化
と
言
ふ
二
つ
の
目
的
の
矯
め
に
支
排
準
備
は
如
何
に
定
め
ら
る
可

き
で
あ
る
か
。
先
づ
銀
行
流
動
性
の
確
保
と
言
ふ
賄
の
み
よ
り
す
れ
ば
"
親
行
が
所
開
第
二
次
準
備
金
町
ち
疏
動

性
の
大
な
る
資
産
を
豊
富
に
有
す
る
な
ら
ば
、
第
一
次
準
備
金
帥
ち
所
謂
現
金
準
備
の
率
を
可
成
り
の
程
度
に
低

下
ず
る
も
向
安
全
な
り

t
一
一
両
ひ
得
る
で
あ
ら
う
ο

殊
に
中
央
銀
行
の
融
資
保
件
に
適
格
な
る
資
恋
を
豊
富

ι有
す

る
一
品
目
明
金
部
鮒
の
蔀
を
制
度
じ
紙
下
せ
し
め
科
あ
釦
一
で
あ
J
A
o
知
る
に
仙
方
中
央
鍬
桁
の
伝
用
統
制
力
を
蹴
化

す
る
と
言
ふ
勤
よ
り
見
れ
ば
事
情
は
杢
く
異
る
の
で
あ
る
。
」
即
ち
中
央
銀
行
が
再
割
引
利
率
を
引
上
げ
公
開
市
場

買
に
出
で
て
信
用
の
牧
縮
を
企
闘
し
で
も
、
中
央
銀
行
の
貰
出
に
か
か
る
諸
費
券
よ
り
も
高
利
廻
の
投
資
物
件
が

存
す
る
か
、
或
は
共
の
他
の
方
面
に
信
用
需
要
の
存
す
る
限
り
、
市
中
銀
行
は
支
掛
準
備
率
を
低
下
す
る
事
に
よ

り
て
、
中
央
銀
行
の
意
闘
に
反
し
て
も
信
用
膨
脹
を
惹
起
し
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
中
央
銀
行
の
信
用
統
制
を
し

て
確
宜
な
る
殻
果
を
恭
げ
得
し
め
ん
が
魚
め
に
は
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
て
、
各
市
中
銀
行
を
し
て
常
に
相
営

高
き
現
金
準
備
率
を
維
持
せ
し
な
る
事
を
強
制
し
、
以
て
準
備
率
の
低
下
に
よ
る
信
用
膨
張
を
限
止
し
得
る
様
な

仕
組
が
必
要
で
あ
る
。

支
挽
準
備
の
法
定
に
就
て

第
凶
十
品
世

一
六
九

第

号虎

一
六
九

lVlotley ::md Bunking， 1934. p. 

小川郷太郎 3新銀行法理由十，寸 ) --!--11.1 十六頁
銀行法施行細則第八傑
拙著;預金通貨の研究六九頁
経済事辞典第三巻一一六六頁<~矧111準備の項)
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支
挽
準
備
の
法
定
に
就
で

第
四
十
巻

t 
O 

第

披

七
O 

右
の
如
〈
、
支
梯
準
備
は
流
動
性
の
確
保
と
信
用
統
制
の
強
化
と
言
ふ
二
つ
の
目
的
を
有
し
、
共
の
各
ミ
の
魚

め
に
要
求
さ
る
可
き
現
金
準
備
の
率
を
異
に
す
る
の
で
め
る
が
、
最
後
に
斯
か
る
支
抑
準
備
が
各
銀
行
に
於
て
分

散
的
に
維
持
せ
ら
れ
や
中
央
に
集
中
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
著
し
〈
其
の
致
卒
伝
増
大
せ
し
め
得
る
の
で
あ
る
。
印
ち

文
排
準
備
集
中
の
結
果
は
、
銀
行
流
動
性
が
一
層
高
め
ら
れ
、
且
各
銀
行
の
準
備
率
が
民
税
さ
れ
日
現
き
が
故
に
伝

用
統
制
宏
一
一
階
寝
易
な
ら
し
め
得
&
の
で
め
る
。
州
一
ら
ぱ
斯
か
る
諸
閣
の
考
慮
令
市
…
擬
L
」
し
て
、
十
孔
怖
準
備
特
に

現
金
準
備
の
率
及
び
共
の
集
中
に
闘
し
、
之
れ
を
各
銀
行
家
の
恋
意
に
任
す
可
き
か
或
は
之
れ
に
法
的
制
限
金
加

ふ
可
き
か
、
節
を
改
め
て
考
察
す
る
事
と
す
る
。

豆
、
支
榔
準
備
法
定
の
可
否

銀
行
の
支
排
準
備
が
流
動
性
の
確
保
と
信
用
統
制
の
一
強
化
と
言
ふ
二
つ
の
職
能
を
有
す
る
事
は
己
に
前
述
の
如

〈
で
め
る
が
、
先
づ
流
動
性
の
確
保
と
云
ふ
姑
よ
り
支
梯
準
備
の
法
定
可
否
を
考
察
す
る
に
、
特
に
大
小
多
数
の

銀
行
が
併
存
す
る
諸
問
に
於
て
其
の
法
定
の
必
要
を
見
受
け
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
銀
行
は
傍
利
と
安
全
と
の
こ

原
則
に
従
っ
て
経
管
台
行
ふ
も
の
で
め
る
が
、
流
動
性
の
確
保
の
矯
め
に
必
要
な
る
準
備
率
の
限
界
が
比
較
的
暖

昧
な
る
に
反
し
て
、
流
動
性
の
低
き
方
面
へ
の
資
産
投
下
よ
り
得
ら
れ
る
牧
盆
の
額
が
明
確
に
知
ら
れ
得
る
が
故

に
、
不
知
不
識
の
聞
に
替
利
の
誘
惑
に
陥
る
事
が
屡
々
め
る
の
み
な
ら
守
、
更
に
慣
習
及
び
情
宜
等
の
魚
め
に
銀

行
程
替
の
方
針
を
誤
る
事
が
頗
る
多
い
故
で
あ
る
。
我
岡
初
め
諸
外
聞
に
於
て
屡
々
経
験
せ
ら
れ
し
銀
行
の
破
綻

拙著;四九頁，一四六頁
Keynes其f也
lミeportof the Committre on Bank H.eserves of Federal lZeserve System 1931 
(Bradford; ibid. p. '90)よb
明石照男:銀行券及び現金と其の準備ぐ遁貨制度研究官報f』f第一特)三O三頁
Keyne円 ibid.p. 70，拙著1-;第三章第三節
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一
部
は
不
可
抗
的
な
る
経
済
界
の
激
盤
に
基
〈
も
の
も
あ
れ
主
、
多
〈
は
流
動
性
の
考
慮
に
於
げ
る
挟
陥
に

基
く
も
の
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
n

叉
信
用
統
制
の
強
化
と
言
ふ
矧
よ
り
法
定
の
可
否
を
顧
み
る
に
、
此
の
目
的

t主、の
矯
め
に
は
流
動
性
の
確
保
の
矯
め
に
必
要
と
す
る
よ
り
色
蓬
か
に
多
額
の
支
排
準
備
を
要
求
す
る
も
の
な
れ
ば
、

準
備
率
法
定
の
効
果
は
一
層
大
な
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
c

夏
に
又
支
捕
準
備
の
集
中
化
と
言

ふ
助
よ
り
見
て
も
、
支
排
準
備
の
法
定
が
好
都
合
な
る
は
謂
ふ
を
偉
い
た

5
る
所
で
あ
る
。

右
の
如
く
支
抑
準
備
法
定
の
重
要
性
は
、
信
用
統
制
の
見
地
よ
り
は
勿
論
の
事
流
動
性
確
保
の
鈷
に
於
て
す
ら

之
'g
認
め
待
み
の
で
め
る
が
、
共
の
賀
行
に
は
諸
種
の
困
難
を
仲
ふ
事
'b
亦
争
ひ
難
〈
、
各
一

t
の
皮
割
論
の
起
る

所
以
で
あ
る
。
削
ら
、
支
榊
準
備
の
法
定
に
到
す
る
は
掛
論
は
、
(
一
〉
信
用
の
叩
力
性
営
者
し
て
艇
神
様
展
に
必

要
な
る
信
用
需
要
に
懸
じ
難
い
、
(
二
)
銀
行
の
利
益
を
害
す
る
、
(
ゴ
一
)
各
銀
行
の
諸
事
情
に
鷹
じ
た
る
準
備
率
を

規
定
し
難
き
辛
、
(
四
)
法
定
よ
り
色
寧
ろ
各
銀
行
聞
の
協
調
が
望
ま
し
き
事
等
に
闘
し
て
起
る
の
で
あ
る
が
、
之

れ
に
劃
し
て
は
失
の
知
〈
答
へ
得
る
で
あ
ら
う
。

先
づ
(
一
)
に
就
て
は
、
成
程
厳
密
な
る
準
備
率
の
固
守
は
景
気
の
回
復
を
早
期
に
抑
暦
し
経
済
殺
展
を
阻
止
す

る
事
に
・
も
な
る
で
あ
ら
う
が
、
若
し
ケ
イ
ン
ズ
の
勧
奨
す
る
が
如
く
に
、
中
央
銀
行
に
劃
し
て
法
定
準
備
率
の
鑓
吏

権
を
典
ふ
る
な
ら
ば
、
此
の
快
貼
を
除
去
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
次
に
(
二
)
高
率
な
る
支
抑
準
備
の
要
求

が
銀
行
の
耽
益
性
佐
害
す
る
で
あ
ら
う
事
は
事
貫
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
逼
貨
制
度
の
維
持
と
園
民
会
瞳
の
利
盆
の

矯
め
に
各
銀
行
に
於
て
負
指
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
犠
牲
で
あ
る
。
殊
に
中
央
銀
行
に
於
て
色
、
一
定
額
の
準
備
は

支
扮
準
備
の
法
定
に
統
一
ー

第
四
十
巻

七

第

1由

七

拙著前同所
銀行法理由六頁其他
Keyne::; ，; ibid. Vul. U. pp. 54， 70，7山市鳴佐:一郎 3金融統制論三一五頁二一
七頁
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第
凶
十
巻

第

盟主

七

支
梯
準
備
の
法
定
に
就
て

忠

之
れ
を
死
臓
せ
ね
ば
な
ら
守
、
公
開
市
場
取
引
等
に
於
て
は
進
み
て
損
失
会
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
が
存
す
る
上

七

に
、
共
の
利
盆
の
一
部
を
闘
庫
に
献
納
す
べ
き
義
務
を
負
措
せ
る
が
如
き
を
岡
山
へ
ば
、
各
銀
行
に
於
げ
る
此
の
負

擦
は
寧
ろ
営
熱
過
ぎ
忍
位
で
ふ
る
。
更
に
さ
一
)

の
瓢
は
最
色
犬
な
石
困
難
の
存
す
る
所
に
し
て
、
各
種
の
銀
行

に
就
て
共
の
所
在
地
預
金
者
の
種
類
及
び
傍
業
状
態
等
佐
考
慮
し
、
以
て
其
の
各
六
か
遵
守
す
べ
き
種
々
な
る
最

舵
準
備
率
訟
法
定
す
る
事
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
〈
H

衆
周
に
於
て
一
行
は
る
る
方
法
佐
市
場

間
一
し
、
一
見
l
料
-u

併
な
石
工
作
を
加
ふ
る
な
ら
一
ぱ
、
稿
々
満
足
す
可
き
規
定
が
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
最
後
に
(
四
)

に
闘
す
る
主
張
は
、
専
ら
英
国
の
銀
行
制
度
を
前
提
と
し
又
は
共
の
優
れ
た
る
慣
習
を
羨
み
で
な
さ
れ
た
る
も
の

と
言
ふ
を
得
可
く
、
今
向
ほ
小
銀
行
の
多
数
に
存
在
せ
る
諸
問
に
於
て
は
殊
に
共
の
貫
現
性
に
乏
し
い
で
あ
ら

滑

川

う
G

ケ
イ
ン
ズ
が
此
の
協
調
主
義
を
認
め
て
ゐ
る
の
は
専
ら
流
動
性
の
確
保
の
矯
め
の
み
で
あ
り
、

マ
ク
ミ
ラ

y

委
員
舎
の
報
告
が
此
の
協
調
主
義
を
以
て
法
定
主
義
に
優
れ
る
も
の
と
認
め
て
ゐ
る
際
に
色
、

芙
の
直
後
に
於

て
、
「
英
園
の
如
き
少
数
の
大
銀
行
主
義
が
行
は
る
る
所
に
限
る
」
旨
の
暗
示
ぞ
奥
へ
て
ゐ
石
の
で
あ
ふ
。

以
上
を
要
す
る
に
、
支
抑
準
備
の
法
定
は
共
の
賃
行
に
際
し
て
種
々
な
る
岡
難
を
伴
ふ
-
も
の
な
れ
ど
、
荷
し
く

も
銀
行
の
企
業
組
織
が
趨
化
せ
や
而
も
信
用
の
統
制
が
支
排
準
備
の
一
主
要
目
的
た
る
限
り
は
、
多
数
の
小
銀
行

を
有
す
る
諸
問
に
於
け
る
文
排
準
備
政
策
の
目
標
左
な
り
得
る
で
あ
ら
う
。

向
、
支
抑
準
備
法
定
政
策
の
賞
行
に
際
し
て
起
り
得
べ
き
諸
種
の
困
難
は
巳
に
上
述
の
如
〈
で
あ
る
が
、
此
の

政
策
に
闘
す
る
先
輩
固
た
る
ム
口
衆
国
は
如
何
に
し
て
此
等
の
困
難
合
克
服
し
た
か
。
以
下
合
衆
園
に
於
け
る
支
排

K eynes; ibid. p. 74参照
問中金司 3貨幣論銀行論八三頁
K.eynes j ibid. VoJ. U. pl‘・ 76-77
ibid. pp・70-7229) ibin. 
英闘の1928年銀行法，我闘の昭和七年度の日本銀行傑例の改正等に於げる岡
庫納骨金制度(高嶋佐一郎;支抑準備一一金融大針典3 第二~，八七七頁)
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♂三
P
W
4
2き

準
備
法
定
の
経
験
を
略
述
し
ゃ
う
。

目
、
合
衆
国
に
於
け
る
支
梯
準
備

合
衆
闘
に
於
て
は
、
州
法
銀
行
時
代
に
銀
行
制
度
が
飴
り
に

Y
!
ス
な
り
し
矯
め
屡
L
q

恐
慌
を
惹
起
せ
し
に
鑑

み
て
，
岡
法
銀
行
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
過
度
に
躍
密
と
な
り
、
共
の
潟
め
に
却
で
諸
種
の
蜂
害
を
暴
露
す
る
に

叩

至
つ
h

い
の
で
あ
る
。
印
ち
銀
行
の
支
帥
準
備
に
闘
し
で
も
此
の
時
代
に
初
め
て
法
的
に
規
制
せ
ら
れ
、
中
央
準
備
市

及
び
準
備
市
の
諸
銀
行
は
預
金
の
二
五
バ
ア
セ
ン
ト
、
地
方
の
諸
銀
行
は
預
金
の
十
五
メ
ア
セ
ン
ト
の
準
備
を
保

有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
っ
た
。
而
も
準
備
市
の
銀
行
は
準
備
の
二
介
の
一
ぞ
中
央
準
備
市
の
銀
行
に
預
入
れ
る

事
を
罰
さ
れ
、
拙
方
銀
桁
は
年
備
一
ω
五
分
の
一
一
一
誌
を
中
央
部
鮒
布
又
は
準
備
前
の
部
銀
引
に
預
入
れ
ゆ
引
事
tr
許
♂

れ
て
ゐ
た
か
ら
、
金
岡
諸
銀
行
の
準
備
は
紐
育
に
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
斯
〈
の
如
く
闘
法
銀
行
時
代

に
は
外
見
上
支
排
準
備
が
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
の
知
〈
で
あ
る
が
j

斯
か
る
準
備
の
集
中
は
少
し
も
銀
行
の
流

動
性
を
高
な
る
事
な
く
、
賓
は
準
備
分
散
制
度
の
融
動
全
暴
露
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
帥
も
、
地
方
銀
行
の
準
備

金
の
一
部
は
準
備
市
の
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
、
準
備
市
に
於
け
る
銀
行
の
準
備
の
一
部
は
中
央
準
備
市
た
る
紐
育

の
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
此
等
銀
行
聞
の
預
金
に
は
利
子
が
支
排
は
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

矯
め
、
紐
育
に
於
け
る
銀
行
の
投
資
股
態
が
必
や
し
も
満
足
す
可
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
う
従
っ
て
、

一
銀
行
の
破
綻
は
累
を
全
園
に
及
ぼ
し
て
、
全
般
的
な
る
金
融
恐
慌
を
惹
起
せ
し
事
が
屡
冷
で
あ
っ

k
u
叉
銀
行

支
梯
準
備
の
法
定
に
就
て

一
七
三

第

1践

第
四
十
巻

一
七
三

倫 S.E. Harris t土 Twenty YeaT~; of Federal Re町 ve rolicy， I933 Vo1. 1 
pp. 395-6に於てリ加盟銀行が申J制愚行に於げる預金を増加すれば，中央銀行
に封しでその準備金の増加を張事する事kなるから，却て中央銀行をを?困らす
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支
梯
準
備
の
法
定
以
就
て

第
凶
十
巻

第

告主

ーと
凶

七
四J

組
織
が
各
地
方
に
於
て
濁
立
的
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
切
手
の
取
立
の
如
き
も
各
地
営
迂
回
し
て
行
は
れ
、

各
銀
行
の
保
有
す
べ
き
準
備
率
が
相
蛍
大
な
る
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
各
銀
行
の
準
備
と
し
て
抗
争
げ
ら
る

山
悶

る
も
の
の
中
に
は
取
立
中
の
小
切
手
額
も
含
ま
れ
に
も
の
が
多
〈
、
現
買
の
支
抑
準
備
は
法
定
比
率
の
相
営
一
両
さ

必
中
し
も
銀
行
の
流
動
性
を
確
保
す
る
に
足
る
も
の
で
は
無
十
っ
た
採
で
あ
る
。
殊
に
法
定
準

備
率
一
か
相
営
荷
主
制
に
回
定

5
れ
て
ゐ
た
斜
め
、
他
の
資
産
内
容
に
泣
宇
佐
用
ふ
る
事
な
く
専
ら
法
定
準
備
率
セ
維

仁
も
拘
は
ら
す
、

二
川
じ
は
自
引
の
抗
動
性
会
射
め
あ
't
共
じ
他
方
に
は
思
・
筑
む
る
一
作
用
需
要
に
雁
じ
得
ゴ
る
場

合
が
存
し
た
の
で
あ
る
。

宇
佐

L
L
J
ノ

7
1

J
J
S

』，
r'

市

f
l
"

右
の
如
〈
固
法
銀
行
時
代
に
於
て
は
、
向
未
だ
地
方
分
権
的
な
る
銀
行
組
織
の
上
に
、
単
に
準
備
卒
を
相
嘗
一
H
問

く
法
定
し
た
る
の
み
な
ち
し
矯
め
、
却
て
数
多
の
郵
害
を
惹
起
し
、
玄
に
一
九
一
三
年
に
確
立
せ
ら
れ
た
る
聯
邦

準
備
制
度
へ
の
改
善
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

聯
邦
準
備
制
度
に
於
て
は
‘
過
去
の
諸
撃
害
の
根
本
的
原
因
を
な
せ
る
地
方
分
植
主
義
砂
」
改
め
て
中
央
集
椎
の

宜
を
事
げ
ん
と
し
、
文
排
準
備
政
策
に
闘
し
で
も
根
本
的
の
改
官
?
を
加
へ
た
の
で
め
る
。
卸
ち
、
加
蹴
銀
行
を
し
て

支
排
準
備
金
を
十
二
の
聯
邦
準
備
銀
行
に
預
λ
れ
し
め
、
銀
行
の
流
動
性
を
高
む
る
と
共
に
之
が
投
機
的
利
用
を

防
止
せ
ん
と
企
て
た
の
で
あ
る
。
最
初
は
中
央
準
備
市
・
準
備
市
及
び
地
方
の
各
銀
行
に
就
て
、
各
今
一
八

μ
・一

五

μ
及
び
一
二

μ
の
準
備
率
が
要
求
せ
ら
れ
た
の
み
で
、
其
の
中
に
は
各
自
行
に
於
け
る
所
謂
出
納
資
金
も
加
算

せ
ら
れ
に
の
で
あ
る
.
か
、

一
九
一
七
年
の
修
正
の
結
果
各
加
盟
銀
行
は
次
の
如
き
準
備
卒
を
要
求
せ
ら
れ
る
事
と

Keynes; ibid. pp. 71-2 
Commitree 00 Fmance aud Indu!;try Report. part 11". p_ ]【60
1九九 Leaf; Banking 1926 p_ 62 
J. L. Lal1ghlin; A New Expositi0r1 of l¥'1on引 Credit乱ndPrices. VoL If. p 
403. Bradford; ibid..p. '77. 街中央準備市は初めは ~';.:::v\' 'V 01'].;.のみな bしが
1887年には Chicago，St目 Loui討を加ム，準備市は最初'J28，1;であった
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な
っ
た
。
郎
ち
各
加
盟
銀
行
は
、
上
速
の
三
種
の
所
在
地
に
懸
じ
て
、
各
々
要
求
抑
預
金
の
一
一
二

μ
一
O
M戸
及
び
七

，
り
と
有
期
預
金
の
三
戸
の
支
柿
準
備
を
保
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
h
J
、
而
も
自
行
に
於
け
る
出
納
費
金
は
勿
論
、

他
行
へ
の
預
金
及
び
取
立
中
の
小
切
手
等
は
絶
て
之
れ
に
加
算
せ
ら
れ
‘
ざ
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ

r。
惟
ふ
に
、

聯
邦
準
備
制
度
確
立
の
結
果
、
文
排
準
備
の
殻
呆
が
著
し
く
高
め
ら
れ
る
と
の
仮
定
か
ら
、
闘
法
銀
行
時
代
よ
り

色
準
備
要
求
率
が
引
下
げ
ら
れ
、
更
に
一
九
一
七
年
に
は
、

A
口
・
衆
闘
が
犬
職
に
参
加
せ
し
矯
め
に
今
後
の
通
貨
膨

張
。
宝
探
想
し
て
準
備
率
の
改
訂
が
行
は
れ
た
の
で
め
る
。

A
日
衆
岡
仁
於
げ
る
法
定
支
排
準
備
は
共
後
最
近
に
至
る
箔
何
等
の
改
訂
JV
一
見
な
い
の
で
あ
る
が
、
然
広
ば
此
の

法
定
準
備
が
遺
憾
な
く
共
の
品
川
果
ヤ
蕗
は
し
に
か
と
一
一
三
回
ふ
と
決
し
て
然
う
で
は
な
い
。

L

二
二
手
I
A
h
t
L
A
L

4
p・4
一
ブ

九
年
仁
来
品
必
九
日
衆
聞
は
氷
結
の
繁
栄
μ
T
w
m
は
れ
た
の
じ
み
り
、

た
1
こ
u

州
市
比
巾
V

い
比
i
H
m
川
1
4
4
、
町
山
日
二
三
よ

FU--

ご

7
f
i
-
-叩
-
F
f
4
1吋
H
U

か
京
市
・
l
rブ
j
，J

↑」

献
を
な
し
に
か
は
衆
知
の
所
で
あ
る
が
、
而
色
筒
共
同
に
在
っ
て
、
法
定
支
排
準
備
に
就
て
幾
多
の
触
陥
が
認
め

ら
れ
た
事
は
次
の
事
賞
で
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

先
づ
一
九
一
七
年
に
は
、
怯
定
準
備
率
の
襲
更
棋
を
聯
邦
準
備
局
に
認
め
ん
と
す
る
提
案
が
な

3
れ
刊
現
宜
仁
は

聯
邦
準
備
銀
行
に
於
け
る
預
金
の
み
が
支
抽
準
備
と
せ
ら
れ
た
の
に
止
ま
る
が
、
之
は
一
九
一
四
年
以
来
各
加
盟

銀
行
が
共
の
日
常
出
納
資
金
及
び
他
銀
行
預
金
を
著
し
く
減
少
せ
し
め
し
黒
貨
を
顧
慮
せ
る
結
果
で
も
あ
ら
う
。

叉
、
唯
に
出
納
資
金
の
減
少
の
み
な
ら
争
、
地
方
諸
行
の
中
に
は
、
法
定
準
備
率
の
維
持
の
矯
め
に
所
謂

の
買
集
め
を
な
す
も
の
多
し
、
更
に
一
九
一
九
年
に
は
法
定
準
備
率
を
割
っ
た
も
の
に
累
進
的
課
税
を
な
す
の
提

ご咽，
Z
E
C
-
-

支
椀
準
備
の
法
定
じ
就
干

第
四
十
巻

一
七
五

第

号庇

一
七
五

Bradford; ibid. p. '78 
ibid， P目 181 3'7) ihid. p. 18z .38) ibirl. p. 183， 
Laughlin; ibid. p. 405. Bradford; ib:id. p. l84 
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第
凶
十
巻

第

~J}t 

一
七
六

支
挽
準
備
の
法
定
に
就
て

案
す
ら
な
さ
れ
た
の
で
め
る
。
其
の
後
一
九
二
五
年
に
は
、
加
盟
銀
行
よ
り
法
定
準
備
率
低
下
の
請
願
が
な
お
L

れ、

聯
邦
準
備
嘗
局
亦
之
れ
を
考
慮
せ
い
有
様
に
し
て
、
此
等
は
全
く
、
法
定
準
備
が
各
地
方
の
諾
銀
行
の
賓
情
を
考

七
ノ、

慮
せ

5
る
と
、
夫
自
盟
弾
力
性
を
融
く
に
基
〈
も
の
で
J

の
ら
う
。
殊
に
大
戦
後
、
世
界
の
潮
流
に
倣
っ
て
合
衆
闘

に
於
て
も
亦
.
営
陀
預
金
に
針
す
る
有
期
預
金
の
割
合
併
}
著
し
く
増
加
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
之
れ
は
会
く
有

期
間
金
の
法
定
準
備
本
が
要
求
柳
沼
金
の
そ
れ
よ
h
J
6
若
し
く
侃
き
斜
め
、
買
質
L
L
要
求
帥
調
会
の
性
質
佐
布
す
町、、

一
定
の
準
備
金
に
劃
し
て
よ
り

石
も
の
を
故
・
一
品
に
有
期
預
会
に
分
類
せ
し
結
果
で
あ
る
。
即
ち
各
加
盟
銀
行
は
、

大
な
る
信
用
蹟
張
を
な
さ
ん
が
魚
め
に
、
顧
客
に
利
子
の
好
餌
を
示
し
て
彼
の
要
求
抑
預
金
を
有
期
預
金
に
振
呑

へ
ん
事
を
要
請
し
、
之
れ
に
何
時
に
り
と
も
再
び
要
求
排
預
金
に
韓
更
す
る
と
の
僚
件
を
附
す
の
で
あ
っ
た
。
而

も
銀
行
は
創
造
さ
れ
た
る
信
用
を
他
に
貸
付
く
る
事
に
よ
っ
て
、
顧
客
に
支
排
ふ
利
子
よ
り
も
大
な
る
牧
盆
を
刑
事

げ
得
た
の
で
あ
る
。

右
の
諸
事
賞
に
よ
り
て
明
か
な
る
如
く
、
合
衆
闘
に
於
げ
る
法
定
支
排
準
備
は
、
経
梼
界
の
賀
需
に
膿
じ
難
き

も
の
な
る
か
の
如
〈
で
あ
っ
た
。
蕊
に
於
て
一
九
二
九
年
に
は
、
会
米
を
翠
げ
て
の
投
梢
熱
の
勃
興
の
矯
め
に
聯

邦
準
備
管
局
の
信
用
牧
縮
政
策
が
致
を
奏
せ

F
忍
に
鑑
み
、
支
排
準
備
政
策
を
根
本
的
に
研
究
す
る
矯
め
に
「
聯

邦
準
備
制
度
の
銀
行
準
備
に
闘
す
る
委
員
曾
」
が
創
立
せ
ら
れ
た
の
で
め
る
。
同
委
員
舎
は
、
慎
重
研
究
の
結
果
、

支
姉
準
備
は
各
銀
行
に
於
け
る
各
種
預
金
の
活
動
性
に
臆
じ
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
現
行
の
制
度
が
其

の
目
的
を
遣
し
居
ら
ま
る
事
を
認
め
、
先
づ
現
制
度
を
若
干
修
正
す
る
事
に
よ
っ
て
改
善
の
買
を
暴
げ
ん
と
試
み

Harris; ibid. Vol. JI. p. 387. Wi1lis and Chapmann; ib.id. pp・436-450参照
明lillisund Chapman; ibid. p. 75・447
Harris; ibid. Vol. II. p. 385 
w日li品 nndChapma.n; ibid， p・449
ibid， P目 76
即ち，銀行所在地の階級を改め，預金の種類を巌密l区別し，準備事に境夏

ibid， pp・';12'1 キキE48) 
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R
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で
め
る
。
然
る
に
常
時
は
諸
種
の
事
情
に
某
き
て
右
の
試
案
が
無
数
な
る
事
が
知
ら
れ
、
遂
に
従
来
の
預
令
額

μ

沼

謝
す
る
比
率
を
捨
て
て
、
各
種
預
金
の
四
時
高
に
卦
す
る
準
備
率
の
法
定
や
一
提
案
す
る
事
と
な
っ
た
。
却
ち
、
預

会
の
種
類
銀
行
所
布
地
の
如
何
金
問
は
守
、
憾
で
の
加
盟
銀
行
に
謝
し
て
一
様
に
、
共
の
純
預
令
額
の
五
%
と
準

備
算
定
期
間
中
に
な
さ
れ
た
る
預
金
引
出
高
毎
日
平
均
の
五

O
%
に
該
賞
す
る
支
挑
準
備
を
要
求
す
ろ
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
、
預
金
の
回
轄
高
炉
過
度
に
高
ま
り
た
る
場
合
に
於
け
る
銀
行
の
負
携
を
軽
減
す
る
矯
め
に
、
如
何

な
る
場
合
に
も
総
預
金
額
の
一
五
%
以
上
の
準
備
は
之
れ
ぞ
要
求
せ

F
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
。

右
の
提
案
は
一
見
現
組
的
な
る
か
の
如
〈
で
あ
る
が
、

之
れ
に
劃
し
で
も
亦
諸
種
の
批
難
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ

共
の
機
構
が
降
り
に
機
崎
的
な
る
矯
め
に
、

河
絹
川
I
L
r
日

μ，
〉

a
r
J
b
1
入

、

し

ル

仲

間

、

司
何
?ρ
干
h
h
ル
川
市
ハ
く

る
。
即
ち
先
づ
、

景
気
の
鑓
動
及
び
季
節
的
礎
動
に
於
て
趨
常
な
る

更
に
件
銀
行
炉
型
叫
に
準
備
金
を
宿
す
る
場
合
い
は
、

少

口

i
r
r
J
4
7
ρ
F
3
4
ル
礼

J

ハ
ノ
'
〉
。

Jι
刊
刊

i
l
l
L
必
ー
に
と
ふ
μ
4
U
寸

J
d
d

Z
-
-
L
:
:
〉
四
仁
、
〉
一
一
一
一
1
1
1
4
)
4
4
町
一
J
t

方

t
ド
1
d
/
4
1
4正ノ

U
v
f
H
日
ノ
ハ
ν
悦
批

心

斯
〈
て
一
九
三
三
年
の
新
銀
行
法
(
(
一
一
FEr-=)
に
於
て
も
、
右
の
提
案
は
採
用
せ
ら
れ
る
に
至
ら
で
、

貼
に
於
て
従
来
の
快
陥
を
除
去
せ
ん
と
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
.
先
づ
「
聯
邦
預
金
保
険
合
枇
」
h
y
創

立
し
て
銀
行
流
動
性
の
強
化
を
岡
り
(
第
八
保
守
克
に
準
備
局
を
し
て
.
各
準
備
直
の
加
盟
銀
行
に
就
て
、
謹
務
棺

保
の
貸
出
ー
と
自
己
資
本
金
並
び
に
剰
舘
金
と
の
割
合
を
随
時
決
定
せ
し
め
(
第
七
傑
)
て
、
準
備
率
麺
吏
栴
獲
得
へ
の

一
歩
を
近
づ
か
し
め
、
或
は
準
備
局
を
し
て
準
備
銀
行
の
融
資
保
件
を
定
め
し
め
(
第
三
傑
)
る
等
、
組
ゆ
る
手
段
を

講
じ
て
法
定
支
抑
準
備
の
棋
陥
を
補
は
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
〈
合
衆
闘
に
於
て
は
、
固
法
銀
行
時
代
よ
h
ノ
最
近
に
至
る
迄
法
定
支
榊
準
備
の
改
善
の
矯
め
に
絶
え

y

突
の
諸

支
捌
準
備
の
法
定
に
就
ザ

第
凶
十
巻

七
七

奇Z

~ 

ヒ
ーヒ

を加へんと試みたのでゐる・ (Brndforlし iI>id，p. 192) 、Villi::; alld Chapman; jbid. p. 76 
ihid. 角預金問締容の高いのはてr"どして郡市の投機に閣興せる銀行に於で?
あったから，之れによって投機長 jflll!~ せんと企てられたのでゐる・ ibld. P.77 
Brarlf rd ; ihid 問中金司;前掲論文一二頁，拙著:一五三頁
田中金司;前掲論文二三頁， ¥ViEi:5 and Cllapman;】bid・p・495

5 ，) 
52) 

53) 
54! 



支
梯
準
備
の
法
定
に
就
て

第
四
十
雀

七
ノ、

第
一
披

一
七
八

る
努
力
を
績
け
て
来
に
の
で
あ
る
。
而
も
茶
の
聞
に
は
幾
多
の
紋
陥
が
指
摘
せ
ら
れ
得
べ
く
、
就
中
、
(
イ
)
闘
法

銀
行
時
代
に
銀
行
組
織
の
分
散
主
義
を
改
め
守
し
て
単
に
支
排
準
備
卒
の
み
を
法
定
せ
し
事
と
、
戸
ロ
)
聯
邦
準
備

、
、

銀
行
時
代
に
入
り
て
も
、
単
に
形
式
的
な
る
銀
行
の
所
在
地
預
金
の
種
別
等
に
の
み
肴
服
し
て
、
よ
り
根
本
的
な

る
問
題
郎
ち
文
捕
準
備
の
弾
力
性
並
び
に
非
加
盟
銀
行
の
拘
束
の
問
題
等
tr
考
慮
せ
r
d

り
し
事
と
は
、
札
班
長
。
大
な

る
跳
陥
で
あ
っ
た
o

故
に
羽
し
く
も
支
排
準
備
や
}
法
定
す
る
斜
め
に
は
、
此
の
一
一
つ
の
担
本
的
批
知
念
排
除
す
る

事
い
か
必
要
に
し
て
、
合
衆
国
に
於
て
も
新
銀
行
訟
に
よ
り
て
漸
く
共
の
紹
に
つ
い
i

に
次
第
で
あ
る
。

五
、
結

言

• 

以
上
私
は
、
支
排
準
備
の
職
能
が
銀
行
流
動
性
の
確
保
と
中
央
銀
行
の
化
用
統
制
力
合
開
化
す
る
事

tmw
ニ
駒

に
存
す
る
事
.
並
び
に
此
等
雨
職
能
の
遂
行
の
魚
め
に
、
少

t
共
大
小
匝
ι
干
の
銀
行
が
多
数
に
存
在
せ
る
諸
岡
に

於
て
は
、
支
抑
準
備
の
最
低
比
率
を
法
定
す
る
事
が
望
ま
し
き
所
以
を
述
べ
、
更
に
合
4
4
聞
に
於
け
る
経
験
ぞ
顧

み
て
、
銀
行
組
織
の
統
括
と
中
央
銀
行
に
準
備
率
の
費
支
椎
を
奥
ふ
る
事
の
必
要
な
る
所
以
念
説
い
た
の
で
あ

る
。
翻
っ
て
我
闘
の
現
肢
を
顧
み
る
に
、
新
銀
行
法
の
制
定
以
来
、
極
端
な
る
弱
小
銀
行
は
次
第
に
整
珂
消
滅
せ

し
め
ら
れ
た
の
で
め
る
が
、

A
1
術
大
小
直
々
の
銀
行
が
多
数
に
存
在
し
て
、
英
岡
の
如
き
小
数
大
銀
行
組
織
へ
の

到
達
は
前
途
哨
迅
速
の
如

t
で
あ
る
。
ま
た
銀
行
法
制
定
に
嘗
っ
て
支
抗
準
備
の
法
定
が
問
題
と
な
っ
た
時
に
も
、

預
会
者
の
保
護
乃
至
流
動
性
の
確
保
と
云
ふ
事
は
相
営
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
日
用
統
制
の
強
化
と

一
一
一
回
ふ
事
は
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
に
様
で
あ
る
u

然
し
乍
ら
今
日
の
我
闘
に
於
て
は
、
作
用
統
制
の
担
化
ぞ
無

¥YiEi只 andCh~àman; ibid， p. 459 56) illiu， p. 46:~. 464 
山 Ih，p. 98以下.宵金融大歯車典第一巻Lグラス・ステ...， =(-ル法寸の項参照
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風
し
件
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
ト
然
る
限
り
に
於
て
、
多
少
の
犠
牲
困
難
を
伴
ふ
と
も
支
柿
準
備
の
法
定
化
集
中

化
が
必
要
に
戚
ぜ
ら
れ
る
。

然
ら
ぱ
今
支
排
準
備
を
法
定
す
る
と
す
れ
ば
共
の
比
率
は
如
何
に
し
て
決
せ
ら
る
可
き
か
。

之
れ
に
卦
し
て

は
、
己
に
金
融
制
度
制
査
準
備
委
員
舎
に
氏
間
臨
時
委
共
が
安
全
な
る
準
備
率
を
共
仰
せ
る
が
故
に
、
之
れ
ぞ
某

礎
と
し
.
克
に
各
銀
行
よ
り
大
藤
省
に
提
出
せ
ら
れ
る
「
文
榔
準
備
に
闘
す
る
明
細
書
」
を
悲
一
考
た
し
て
、
伝
用

統
制
の
潟
め
に
も
必
要
な
る
最
低
準
備
本
金
知
り
科
る
で
あ
ら
う
。
内
準
備
率
の
法
定
に
際
し
で
は
、
要
求
捕
預

金
と
有
期
預
金
と
に
就
て
共
の
卒
に
匝
別
ぞ
設
け
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
共
の
割
八
日
は
大
慨
令
衆
聞
に
於
げ
る
も
の
含

参
照
す
ぺ
f
、、

克
に
合
衆
岡
の
経
験
に
鑑
み
て
、
定
期
預
金
の
期
限
前
川
皮
伝
禁
ぜ
る
現
存
の
協
定
ヤ
一
徹
底
せ
ね

I
1
1
1
1炉
、

o

p
れ
「
h
r
L
7
t
p
h

牛事
4
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r
v
u
μ
H
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民
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J
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U
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千
世
院
の

J

f
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T
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t
h
y
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k
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J
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r
札
リ
【
仁
:
ノ
k
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引
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人

rIdffuw
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札

川
a
れ

1
r
u
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1ぃ
j
f
y
V
1
1
J
1

困
難
で
あ
る
が
、

之
れ
と
て
も
従
来
の
銀
行
監
督
の
経
験
よ
り
推
測
し
得

F
る
h
の
で
も
い
鳴
い
。

夫
に
法
定
の
支
抑
準
備
は
.

日
本
銀
行
に
於
け
る
預
金
額
の
み

に
限
ら
十
し
て
自
行
保
有
額
含
も
加
算
せ
し

め
、
大
都
市
特
に
日
本
銀
行
本
文
居
所
在
地
等
に
於
け
る
諸
銀
行
に
卦
し
て
は
、

支
排
準
備
の
中
で
日
本
銀
行
預

金
と
し
て
保
有
す
る
割
合
併
}
大
な
ら
し
め
る
事
が
望
ま
し
い
。
最
後
に
初
し
〈
も
支
排
準
備
率
必
法
定
す
る
以
上

は
、
中
央
銀
行
に
共
の
撞
更
棋
を
認
め
る
事
が
最
色
必
要
に
し
て
、
之
れ
に
は
ケ
イ
ン
ズ
の
提
案
を
利
用
す
る
事

が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

以
上
の
如
〈
.
我
聞
に
於
て
も
文
抑
準
備
の
法
定
は
必
や
し
も
不
可
能
と
は
主
一
一
日
ひ
難
〈
、
現
下
の
余
融
界
全
考

察
す
る
時
に
は
一
層
共
の
戚
を
深
く
す
る
の
で
あ
る
。

支
抑
準
備

ω法
定
に
就
て

第
間
十
巻
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